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この原稿を書いている 7月末の沖縄は暑いと思われる人もいるでしょう
が，最高気温がニュースになる関東圏に比べると海風がある分，過ごしやす
く感じます．今年は台風がまだ 2つしか発生していません．観光シーズンに
台風は困りますが，沖縄は夏に降雨が少なく台風が来ないと水不足になるこ
とがあり，また海水の攪拌が起こらず珊瑚の白化現象を生じるため，夏の台
風はある程度必要です．高気圧の影響により 7～8月の台風は先島諸島から
東に進み，10月の台風は西に進むことが多いようです．南シナ海の諸問題
も台風一過で解決するとよいのですが．
本号の誌上シンポジウム「THA のアプローチ」は長崎誠先生の素晴らし

い企画です．以前であれば THA には後方アプローチが，TKA には内側傍
膝蓋アプローチがスタンダードでしたが，近年，低侵襲を目的として DAA
をはじめとする各種のアプローチが報告されています．DAAや AL-supine
アプローチは低侵襲ですが，視野が小さく習熟を要します．一方，後方アプ
ローチは十分な視野が得られることから，ほとんどすべての病態に対処で
き，後方支持組織の修復により，欠点であった後方脱臼が減少することが報
告されています．アプローチの選択は患者の病態，手術適応そして術者の好
みと習熟度によります．本シンポジウムには手術適応ばかりでなく手技も詳
述されています．
「整形外科・知ってるつもり」では，「疼痛の客観的評価」について概説し

ています．主観的な感情体験である疼痛を客観的評価することは困難でした
が，近年 f-MRI や rs-MRI による研究が進んでおり，さらに患者立脚型の
評価も重要な指標です．馬場久敏先生の「東アフリカ見聞録」を愛読してい
ます．ナビゲーションやハイブリッド手術室がなくても，あるもので最適な
治療を行うことは，災害医療に通じるものです．発展途上国での研修も重要
ではないかと思っています．
51巻 6号の「あとがき」で菊地臣一先生が本誌編集委員としての感想を
書かれています．編集者の心構えとして心にとめております．荒削りであっ
ても目標がはっきりして，結果が出ている内容を，論点のはっきりした論文
にすることは編集委員としての役割ですが，主語の欠落，時制，症例数の不
一致など数々の細かいミスがあると，本文の校正に到達できません．編集委
員として間違った論文を掲載するわけにはいきませんので，多くの訂正や指
摘をしますが，本意ではありません．共著者の名前を拝見すると，ご高名な
先生も多くおられますので，ぜひ，共著者による十分な校正を受けてからの
投稿をお願いいたします．
本号は有用な情報が満載されています．日常の臨床や研究にお役立ていた

だければ幸いです． (金谷文則)
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